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☆退職・転出した職員☆                    

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
日中はまだまだ残暑が続いていますが、朝晩は一気に涼しくなってきました。道沿いには色とりどりのコスモスが咲き、 

田の稲が黄金色に染まり実った稲穂が垂れ、夜は虫の鳴き声が心地よく響く、秋を感じる毎日になってきました。 

そして、『天高く馬肥ゆる秋』･･･十月に入ります。空が高くなり何事も気持ちの良い季節の到来です。 

さて、７日に１年間の折り返しである前期終業式を、1１日に後期始業式を行います。前期を振り返ると、まずは46名の子どもたちが、

大きな事故もなく元気に過ごせたことが何よりです。それから、1年生から6年生までみんな素直で明るく協力して生活できました。そこには

頼りになる６年生の存在があります。１０名という少ない人数にもかかわらず、運動会をはじめ、いろいろな場面で川崎小のよきリーダーとし

て活躍してくれました。これからもっとよりよい学校にしてくれることを大いに期待しています。 

本年度の重点目標「自ら考え、表現する子どもの育成～自分で・自分から～」に向かって、日常の授業はもちろん、集会や学校行事など
様々な場面で、めあて（目標）を持ち、粘り強く考え、できた、わかった、頑張った姿が表れてきました。なぜできたのか、分かるよう
になったのか？「振り返り」が次の課題発見や目標達成につながります。後期も重点目標の達成を目指して、「自分で・自分から」「振り
返り」をキーワードに取り組んでいきたいと考えています。 

季節は秋～冬と進んでいきます。コロナ感染者数が随分減ってきましたが、今後とも感染防止等、子どもたちの安全・安心を第一に考
え、教育活動にあたっていきたいと思います。後期が、実り多き学期となりますように引き続き保護者の皆様、地域の皆様のご支援・ご
協力をよろしくお願いいたします。 

  

 

 か わ さ き 
＜１０月の主な行事予定＞ 

３日（月）交通指導  

７日（金）前期終業式（４時間授業） 

１０日（月）スポーツの日 

１１日（火）後期始業式（５時間授業） 

      移動図書館        

１３日（木）クラブ活動 

１４日（金）中島内蔵助慰霊碑周辺の掃除(3･4年) 

１８日（火）なかよし班掃除 

１９日（水）委員会活動 

２１日（金）見崎中文化発表会（６年生参加） 

２６日（水）１・２年生校外学習（大牟田市動物園等） 

２８日（金）寺子屋 

 修学旅行（６年生）～２９日まで 

３１日（月）６年生振替休日 

 

＜１１月の主な行事予定＞ 

 １日（火）全校朝会 なかよし班掃除 

 ３日（木）文化の日 

 ４日（金）寺子屋 

９日（水）クラブ活動 なかよし班読み聞かせ 

１１日（金）寺子屋 

１５日（火）なかよし班掃除 移動図書館 

１７日（木）４時間授業（午後職員研修のため） 

１８日（金）寺子屋 

２３日（水）勤労感謝の日 

２４日（木）４時間授業（研究発表会準備） 

２５日（金）見崎中校区小中一貫教育研究発表会 

２９日（火）なかよし班掃除 

３０日（水）委員会活動 

 

 
例年だと10月18日、山の井用水

組合主催のもと、中島内蔵助翁の徳を
偲んで慰霊祭に３年生と4年生が参
加しておりましたが、今年も、コロナ
禍のため残念ながら関係者だけの慰霊
祭となり、参加することができなくな
りました。しかし、１４日に石碑磨き
や周辺の芝生の清掃を行う予定です。 

 

 
 
近年、子どものスマホ等ネット利用に

よる様々な問題が話題になっています。
例えば、高額課金請求、いじめ・誹謗中
傷、情報漏洩・SNS炎上等です。こうい
ったトラブルから子どもを守るために
は、『使い方のルール』を親子で確認して
おくことが大事であると思います。 
是非、家庭内でのルール作りや再確認

をして頂き、安全に正しく活用できるよ
うにお願いします。 
 

重 

点 

目 

標 

自ら考え、表現する子どもの育成 
☆主体的な学び合いの充実 

①課題意識と見通しを持ち粘り強く追求する。 ②思考したことを分か

りやすく書いたり話したりする。③意見交流により考えを強化する。  

☆児童の自治的活動の充実 

 

 

表題の「習い性となる」は中国の古典「書経」の中の言葉で、「習慣はついにはその人の生ま

れつきの性質のようになる。」という意味です。ジョン・ドライデンというイギリスの詩人は「は

じめは人が習慣をつくり、それから習慣が人をつくる」と言いました。メジャーリーグで活躍し

たイチロー選手は「小さいことを積み重ねることが、とんでもないところへ行くただ一つの道」

と語っています。今は脚を痛めてやっていませんが、私自身も教師になってから３０年近く、ジ

ョギングをやっていました。はじめは家族も「雨が降りようるのに今日も走ると」とあきれてい

ましたが、そのうち当たり前の事として受け止められたようです。習慣になると楽にできるよう

になります。習慣は行動だけではありません。「考え方」にも習慣があります。「失敗をした時に

自分の過ちを認め反省する」のか「言い訳」や「人のせいにする」のか。人と接したときに「良

いところを見つけようとする」のか「悪い面を探そうとする」のか。壁にぶつかった時に「もう

だめだ」と考えるのか、「何か方法はある」と考えるのか。過ぎたことをいつまでも悔やむのか

それとも前を向くのか。良い習慣が身に付けば、時がたち場面が変わっても同じように考えてい

くことができます。このように小さな習慣には、大きく人間を変えていく、能力を伸ばしていく

力が秘められているのです。習慣として身に付けるのは、子供の頃の方が圧倒的に早いと言われ

ます。川崎小の子供たちには、ぜひ良い習慣を身に付けて大きく成長してほしいと思います。  


